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第２回市民会議におけるご意見への回答一覧

意見に対する回答

1
「自助」「共助」「互助」「公助」の考え方の整理が必要。「互助」は必要か。また、定義をするので
あれば、明確な区別が必要ではないか。

　
　高齢者単独世帯や高齢者夫婦のみの世帯の増加等に伴う、社会保障費の拡大といった厳し
い財政状況を背景に、国では「自助・互助・共助・公助」の考え方を示しており、計画（素案）５４
ページに各定義を記載しています。
　本市では、こうした国の考え方を踏まえ、「自助・互助・共助・公助」それぞれの主体が役割を果
たしながら、一体的となって、「誰もが安心して住み続けることができる地域づくり」をめざします。

2
５５ページ（３）「福祉事業所・団体等などに期待する役割」中、「ボランティアやＮＰＯをはじめとす
る団体等」に「当事者団体」を加えてもらいたい。「当事者団体」については、第７章用語解説で
説明するのではどうか。

3 計画の推進
８１ページ「１　協働による推進体制」５行目「市民」と「ボランティア」の間に「当事者団体」を加え
てもらいたい。

4 基本施策（１９）
新型コロナウイルス感染症対策について加えてもらいたい。感染症という一つの用語で説明す
るのがいいのではないか。

ご意見を踏まえ、【現状と課題】【施策の方向】【期待する役割】に、感染症対策について追記しま
した。

　２　基本施策について

意見等内容

　１　計画について

計画の基本的な
考え方

　本計画は、広く市民の方対象に策定するものであることから、全ての団体名を計画に記載する
ことは難しいと考えています。
　なお、基本施策（１５）についても同様とします。


